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Rapamycin treatment ameliorates impairment of social interaction in the mice treated prenatally with valproic acid

○Kotajima-Murakami H, Kobayashi T, Kasai H, Sato A, Hagino Y, Tanaka M, Nishito Y, Takamatsu Y, Uchino S,
Ikeda K.

2018年2月10日から11日に、新潟大学脳研究所において第８回新潟大学脳研究所共同研究拠点国際シンポジウムが開催さ
れ、元博士研究員の村上浩子が発表を行った。本研究は、内野研究室と東京都医学総合研究所依存性薬物プロジェクト池田和
隆研究室との共同研究である。ラパマイシンはmTORに作用し、免疫抑制や腫瘍増殖抑制効果を有する薬剤である。我々は、
妊娠期にバルプロ酸（VPA）に暴露された仔マウスが発達障害（自閉症）様症状を呈することから、本仔マウスを病態モデル
マウスを用いて、ラパマイシンの効果を行動薬理学的に検討した。その結果、VPAによる病態モデルマウスの社会性異常行動
が、ラパマイシンの投与により軽減することを見出した。今後、発達障害の創薬研究への発展が期待される。
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第８回新潟大学脳研究所共同研究拠点国際シンポジウム
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